
幸田町地球温暖化対策実行計画（第2次計画）の進捗状況と改定について

１　実行計画概要

⑴ 根拠法令 地球温暖化対策の推進に関する法律第２０条の３

⑵ 計画期間 平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日まで

⑶ 対象範囲 町が行う全ての事務事業。ただし、削減目標非設定施設は、次のとおり。

・ 指定管理者制度施設を除く外部に委託する事務事業や公社・法人等

例えば、社会福祉協議会、シルバー人材センター

⑷ 削減目標 平成２４年度温室効果ガス排出量を平成３０年度に３．８％削減

２　平成２９年度実施状況

※ 温室効果ガス排出量の算出に用いる電気の排出係数は、中部電力で計算。
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　幸田町地球温暖化対策実行計画は、平成２１年度に策定された第１次計画については、平成２５年度で終了しました。こ
のため、第２次計画では、第１次計画の考えを引き継ぎつつ、期間を平成２６年度～平成３０年度とし、対象となる施設を拡
大、基準年度の平成２４年度より３．８％削減を目標とする計画を策定しました。
　平成２９年度の温室効果ガス排出量は、５，１６１ｔ‐CO2となり、平成２４年度（基準年度）からは、１．５％の削減となったた
め、平成３０年度の目標数値である５，０４０ｔ‐CO2に２．３％届きませんでした。要因別排出割合で７０％以上を占める電気
使用量が２．０％減に留まっている事が要因と考えられます。平成３０年度に目標を達成するためには、電気使用量の削減
が重要なポイントとなってきます。
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